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議
案
第
55
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

議
案
第
56
号　

工
事
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

第
５
回
臨
時
会
に
お
い

て
、
審
議
さ
れ
た
案
件
の

結
果
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

　内
牧
小
学
校
校
舎
耐
震

補
強
工
事

【
契
約
相
手
】

　
・
増
永

　
・
紅
屋

　
・
帯
屋

　
・
森

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
代
表
㈱
増
永
組

　
　
　
　
松
島　
秋
男

【
契
約
金
額
】

　
　
２
億
１
８
４
０
万
円

【
落
札
率
】

　
　
97
・
７
％

　碧
水
小
学
校
大
規
模
改

修
等
工
事

【
契
約
相
手
】

　
・
建
吉

　
・
田
上

　
・
下
村

　
・
菅

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
代
表
㈱
建
吉
組

　
　
　
　
笹
原　
健
嗣

【
契
約
金
額
】

　
　
２
億
５
４
５
２
万
円

【
落
札
率
】

　
　
97
・
９
％

　

今
回
の
両
工
事
請
負
契

約
と
も
地
方
自
治
法
第
96

条
第
１
項
第
５
号
及
び
阿

蘇
市
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取

得
又
は
処
分
に
関
す
る
条

例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
入
札
は
、

異
業
種
４
社
の
共
同
企
業

体
５
社
に
よ
る
指
名
競
争

入
札
で
し
た
。

　

そ
の
共
同
企
業
体
の
構

成
は
、
ま
ず
、
親
と
な
る

建
設
一
般
の
会
社
（
市

外
）
、
次
に
阿
蘇
市
内
に

お
け
る
建
設
一
般
の
会

社
、
そ
れ
か
ら
、
電
気
工

事
関
係
の
会
社
、
そ
れ
か

ら
管
工
事
（
設
備
工
事
）

関
係
会
社
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
工
事
請
負
契
約
に

関
し
ま
し
て
は
、
６
月
13

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
指
名

競
争
入
札
の
結
果
を
踏
ま

え
、
年
度
内
竣
工
を
め
ざ

し
、
早
急
に
議
会
の
議
決

を
経
る
必
要
が
あ
っ
た
た

め
、
今
回
の
臨
時
会
を
開

催
し
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　

内
牧
小
学
校
耐
震
補
強

工
事
に
つ
い
て
は
、
一
日

も
早
い
補
強
工
事
が
必
要

で
あ
り
、
碧
水
小
学
校
大

規
模
改
修
に
関
し
ま
し
て

は
、
学
校
統
合
を
目
前
に

控
え
た
改
修
で
あ
り
、
両

校
と
も
速
や
か
な
完
成
が

望
ま
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
授
業
と

並
行
し
て
工
事
を
進
め
る

こ
と
に
な
る
た
め
、
出
来

る
だ
け
授
業
に
支
障
の
な

い
よ
う
な
工
程
を
組
ん

で
、
工
事
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
説
明
が

あ
り
、
両
議
案
と
も
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

平
成
24
年
６
月
21
日

阿
蘇
市
議
会
第
５
回
臨
時
会
の
経
過
と
結
果
の
報
告

　
普
通
地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
、
次
に
掲
げ

る
事
件
を
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
種
類
及
び
金
額
に
つ
い
て
政
令
で
定
め
る

基
準
に
従
い
、
条
例
で
定
め
る
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
。

　
こ
れ
に
従
い
、
阿
蘇
市
条
例
に
次
の
よ
う
に

謳
い
こ
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22
年
法
律
第
67
号
）
第
96

条
第
１
項
第
５
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
議

決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
契
約
は
、
予
定

価
格
１
億
５
千
万
円
以
上
の
工
事
又
は
製
造
の

請
負
と
す
る
。

地
方
自
治
法
第
96
条

　
　
　

第
１
項
第
５
号
と
は

阿
蘇
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　

契
約
及
び
財
産
の
取
得
又
は

　
　

処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

　

７
月
12
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
豪
雨
に
よ
り
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
地
域
に
お
い
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
の
発
生
以
来
、
各
方
面
の
方
々
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た
り
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
の
災
害
は
、
阿
蘇
市
乙
姫
で
観
測
史
上
最
大
の
１
時
間
に
１
０
８
ミ
リ
の
猛
烈
な
雨
を
記
録
し
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
雨
に
よ
り
、
各
地

で
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
、
未
曾
有
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
阿
蘇
市
議
会
は
翌
日
の
13
日
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し
、
執
行
部
と
協
議
す
る
と
と
も
に
、
同
日
に
は
中
川
正
春
防
災
担
当
大
臣
が
来
庁
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
激
甚
的
な
災
害
状
況
を
報
告
し
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
の
要
請
を
致
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
国
会
議
員
や
県
議
会
議
員
の
方
々
が
視
察
に
来
ら
れ
、
特
に
、
７
月
20
日
に
は
野
田
佳
彦
首
相
が
阿
蘇
市
を
視
察
さ
れ
、
激
甚

災
害
指
定
の
手
続
き
に
入
る
意
向
を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。

　

更
に
、
８
月
３
日
に
は
、
阿
蘇
郡
市
の
市
町
村
長
及
び
議
長
団
で
県
庁
に
赴
き
、
熊
本
県
知
事
に
対
し
て
、
阿
蘇
豪
雨
災
害
に
関
す
る
災
害
復
旧
と
財
政
支
援
の

陳
情
を
致
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
阿
蘇
市
議
会
は
一
日
も
早
い
市
民
生
活
の
安
定
と
復
旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
を
尽
く
し
ま
す
と
と
も
に
、
総
力
を
挙
げ
て
こ
の
未
曾
有
の
事
態
に
対

処
し
て
参
り
ま
す
。

　

阿
蘇
市
議
会
は
執
行
部
と
一
体
と
な
り
、
政
府
や
行
政
機
関
等
に
対
し
、
次
の
と
お
り
要
請
活
動
を
行
な
い
ま
し
た
。

○　

７
月
13
日
午
前　

阿
蘇
市
議
会
・
全
員
協
議
会
（
執
行
部
と
協
議
す
る
）

○　

７
月
13
日
午
後　

中
川
防
災
担
当
大
臣
視
察
（
災
害
状
況
の
報
告
と
支
援
の
要
請
を
行
う
）

○　

７
月
16
日
午
後　

自
由
民
主
党
・
九
州
地
方
豪
雨
災
害
対
策
本
部
視
察
（
意
見
交
換
会
）

○　

７
月
18
日
午
後　

衆
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
視
察
（
被
害
状
況
等
調
査
）

○　

７
月
20
日
午
前　

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員
会
委
員
視
察
（
被
害
状
況
等
調
査
）

○　

７
月
20
日
午
後　

総
理
大
臣
視
察
（
被
害
状
況
等
聴
取
）

○　

７
月
27
日
午
前　

阿
蘇
市
議
会
・
全
員
協
議
会
（
執
行
部
と
協
議
す
る
）　

※
こ
の
時
の
会
議
に
つ
い
て
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

○　

７
月
31
日
午
後　

熊
本
県
議
会
災
害
対
策
協
議
会
特
別
委
員
会
（
意
見
交
換
会
）

○　

８
月
３
日
午
後　

阿
蘇
市
町
村
会
並
び
に
阿
蘇
市
町
村
議
長
会
合
同
に
よ
る
熊
本
県
知
事
へ
の
陳
情
活
動

○　

８
月
３
日
午
後　

自
由
民
主
党　

農
林
部
会　

農
業
施
設
視
察
（
意
見
交
換
会
）

災
害
発
生
後
の
議
会
活
動

被
災
者
の
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　阿
蘇
市
議
会

阿蘇豪雨災害にあたって
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議
員
は
、
住
民
か
ら
選
ば
れ
、
そ

の
代
表
者
と
し
て
議
会
の
構
成
員
と

な
る
。
し
た
が
っ
て
、
議
員
の
一
言

一
句
は
、
住
民
の
意
見
で
あ
り
、
住

民
か
ら
の
声
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
議
員
が
行
う
質
疑
・
討
論
は
、

住
民
の
疑
問
で
あ
り
意
見
で
あ
り
、

表
決
に
お
い
て
投
ず
る
一
票
は
、
住

民
の
立
場
に
立
っ
て
の
真
剣
な
一
票

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
憲
法
第
15
条
で
「
公
務
員
は
、
全

体
の
奉
仕
者
で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉

仕
者
で
は
な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
議
員
は
住
民
全
体
の
代

表
者
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
あ
る
。

　
議
員
自
身
の
判
断
は
、
全
体
の
代

表
者
で
あ
り
、
奉
仕
者
で
あ
る
と
い

う
全
体
的
立
場
に
立
っ
て
の
「
一
般

的
な
意
思
」に
よ
る
も
の
。ま
た
、反
面
、

選
挙
に
於
い
て
自
ら
の
選
挙
母
体
と

な
っ
た
地
区
な
り
組
織
の
立
場
に

立
っ
て
の
「
文
化
的
な
意
思
」
に
よ

る
も
の
の
二
つ
の
側
面
を
有
す
る
。

議
員
と
し
て
は
、
こ
の
二
つ
の
側
面

か
ら
の
判
断
が
合
致
す
れ
ば
問
題
な

い
が
、
相
反
し
、
矛
盾
す
る
場
合
の

判
断
が
大
事
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

場
合
、
議
員
た
る
者
、
自
己
の
内
部

に
お
い
て
こ
れ
を
調
整
統
合
し
、
昇

華
す
る
責
務
を
有
す
る
と
理
解
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
今
日
、
地
域
社
会
は
、
激
動
す
る

社
会
情
勢
の
中
で
、
日
々
進
展
し
変

革
し
て
い
る
か
ら
議
会
も
行
政
も
的

確
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
議
員
が
た
だ
単
に
、

住
民
の
声
と
心
を
代
表
し
、
代
弁
す

る
だ
け
の
役
割
に
終
始
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
一
歩
踏
み
出
し
て
、
常
に

住
民
の
中
に
飛
び
込
み
、
住
民
と
対

話
を
重
ね
、
住
民
の
悩
み
と
声
を
く

み
取
り
な
が
ら
議
論
を
重
ね
て
調
査

研
究
を
進
め
、
住
民
全
体
の
福
祉
の

向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展

を
目
指
し
て
、
時
に
は
住
民
に
訴
え
、

時
に
は
住
民
を
指
導
し
、
そ
の
実
現

に
積
極
的
に
努
力
す
る
こ
と
が
大
事

で
あ
る【

以
上
、
議
員
必
携
よ
り
抜
粋
】

　
　
　
　
区
長
さ
ん
か
ら
波
野
支
所
を
通

し
て
提
出
さ
れ
た
部
落
事
業
計
画
要
望
書

の
取
扱
い
対
応
は
、
ど
う
さ
れ
て
い
る
の

か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
部
落
事
業
計
画
要
望

書
に
つ
い
て
は
、
区
の
初
会
で
取
り
ま
と

め
て
頂
き
、
１
月
中
を
目
途
に
波
野
支
所

に
提
出
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
波
野
支
所

で
15
行
政
区
分
を
ま
と
め
て
総
務
課
に
提

出
さ
れ
ま
す
が
、
総
務
課
で
は
要
望
書
を

各
担
当
課
に
つ
な
ぎ
、
各
担
当
課
で
要
望

書
を
精
査
、
必
要
に
応
じ
区
長
さ
ん
の
立

会
い
で
現
地
調
査
確
認
を
し
、
今
後
の
対

応
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
例
年
11
月
ま
で
に
要
望
書
に
対
す
る
回

答
書
を
作
成
し
、
12
月
中
に
区
長
さ
ん
に

結
果
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
要
望
書
に
つ
い
て
、
区
長
ヒ
ア

リ
ン
グ
は
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
各
担
当
課
が
、
必
要
に
応

じ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
区
長
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、

要
望
の
内
容
を
掌
握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望
書
で
は
、
道
路
関
係
、
河
川
関
係
、

交
通
安
全
施
設
整
備
関
係
、
消
防
施
設
整

備
関
係
等
が
あ
る
が
、
交
通
安
全
施
設
関

係
と
消
防
施
設
関
係
は
良
く
取
り
組
ま
れ

て
い
る
が
、
道
路
関
係
が
出
来
て
い
な
い
。

建
設
課
長
は
、
こ
の
要
望
書
を
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
23
年
度
波
野
地

区
の
要
望
箇
所
は
67
ヶ
所
で
２
ヶ
所
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
９
ヶ
所

実
施
予
定
で
あ
り
ま
す
。
波
野
地
区
だ
け

で
な
く
、
旧
阿
蘇
町
、
旧
一
の
宮
町
か
ら

も
区
長
要
望
が
あ
り
ま
す
の
で
、
全
体
的

な
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
、
総
体
的
に

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　他
に
、「
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

に
つ
い
て
」、「
税
の
還
付
請
求
に
つ
い
て
」

の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

部
落
事
業
計
画
要
望
書
に
つ
い
て

市　原　　　新

議
員
の
職
責

（３）

市
原

市
原

総
務
課
長

市
原

伊
藤
建
設
課
長

佐
藤
総
務
課
長

市道遊雀－釜割線（中間）道路側溝の状況

災害発生時の未来館 阿蘇中学校冠水状況

高齢者センター被害状況 デイケアセンター被害状況

陳情の様子 畦畔崩壊状況

基幹林道阿蘇東部線状況 瓦礫積み込み状況




